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９月１５日（金）精神的大家族 

 核家族の風潮というのは、いい悪いは別にして、天下の

大勢です。大きな流れです。けれどもそれは形の上でそう

なのであって、精神の上では核家族になってはいけないと

思います。あたかも大家族のごとく、年老いた老人には、

家族の人たちが絶えず心を通わせるようにしなければな

りません。たとえば、三日に一ペんは電話で声をかけてあ

げるとか、そういうつながりがなければいけないと思いま

す。 

世の中が進歩したら、それぞれ活動する場所が増えますか

ら、どうしても離れ離れになって、大家族という形はとれ

ません。だから一方でそれを集約する精神的なつながりが

一層必要だと思うのです。 

 

９月１６日（土）人の責任 

 会社が発展するのも失敗するのも、結局はすべて社長一

人の責任ではなかろうか。というのは、もし社長が“東へ

行け”と言うのに、“いや私は西へ行きます”と言って反

対の方向に行く社員はまずいないからである。ほとんどの

社員は、社長が東へ行こうと言えば、みな東へ行く。だか

ら、“東へ行け”と言って、もし間違ったとしたら、それ

は社長一人の責任に他ならないわけである。同じように、

一つの部、一つの課が発展するかしないかは、すべて部長

一人、課長一人の責任である。 

 私は、いままでいかなる場合でも、そう考えて、自問自

答しながら事をすすめるよう努めてきた 

 

９月１７日（日）愚痴の言える部下を持つ 

 憤慨したときに憤慨できる相手があったら一番楽です

な。つまり早く言えば最高首脳者として、愚痴を言える部

下が必要だということです。それが副社長でも専務でも、

あるいは秘書でもいい、そういう人があれば幸せですな。 

 どんなにえらい人でも愚痴のはけ場がなかったら鬱積

しますわ。そうするとあやまちをします。太閤秀吉でも、

石田三成を可愛がったといいますけど、あれはやっぱり愚

痴を石田三成にもっていったんだと思います。そうすると

三成はそれを適当にうけて、うまい具合に機嫌をとったん

ですわ。そうすると太閤さんは頭がすっとして、またいい

知恵を出したということでしょう。 

 

９月１８日（月）豊かさに見合った厳しさ 

 暮らしが豊かになればなるほど、一方で厳しい鍛練が必

要になってくる。つまり、貧しい家庭なら、生活そのもの

によって鍛えられるから親に厳しさがなくても、いたわり

だけて十分、子どもは育つ。けれども豊かになった段階に

おいては、精神的に非常に厳しいものを与えなければいけ

ない。その豊かさにふさわしい厳しさがなければ、人間は

それだけ心身ともになまってくるわけである。 

 しかるに、いまの家庭にはそういう厳しさが足りない。

政治の上にも、教育の上にも足りない。それが中学や高校

の生徒がいろいろと不祥事件を起こしている一つの大き

な原因になっているのではないだろうか。 

 

９月１９日（火）仕事を味わう 

 私はどんな仕事であれ、ほんとうにそれが自分に適した

ものかどうかを見きわめるのは、それほど容易なことでは

ない、仕事というものは、もっともっと深いというか、味

わいのあるものだと思います。最初はつまらないと思えた

仕事でも、何年間かこれに取り組んでいるうちにだんだん

と興味が湧いてくる。そしていままで知らなかった自分の

適性というものが開発されてくる。そういうことも仕事を

進めてゆく過程て起こってくるものてす。つまり、仕事と

いうものはやればやるほど味の出てくるもので、辛抱をし

て取り組んでいるうちに、だんだんと仕事の味、喜びとい

ったものを見出していくことができるのだと思います。 

 

９月２０日（水）日本の伝統精神 

 私は日本の伝統精神はきわめてすぐれたものだと思い

ます。ではその伝統精神とは何か。 

 その一つは「和を以って貴し」とする平和愛好の精神で

す。１３５０年も前に、この「和」の精神が聖徳太子によ

って掲げられています。 

 第二は「衆知を以って事を決す」という、つまり民主主

義です。古事記にも八百万の神々が相談して事を決したと

あります。日本は真の民主主義の本家本元だと言えるでし

ょう。 

 第三は「主座を保つ」。古来日本人は常に主座を失わず

に外来のものを消化吸収し、日本化してきました。この和、

衆知、主座という三つの柱を守っていくことは、今後にお

いても大切なのではないでしょうか。 

 

９月２１日（木）中小企業は社会の基盤 

 私は中小企業というものは、日本経済の基盤であり、根

幹であると思う。それが健在であってこそ、大企業も持ち

味を生かすことができるし、経済全体の繁栄も可能になる。

とともに、中小企業は単に経済においてだけでなく、いわ

ば社会生活の基盤にもなるべきものだと思う。つまり、い

ろいろな適性を持った人が、それぞれに色とりどりの花を

咲かす、そういった社会の姿がより望ましいのであり、そ

こに人間生活の喜びというものもあるのではないだろう

か。 

 その意味において、たくさんの中小企業が、それぞれに

ところを得て、さかんな活動をしているというような社会

の姿が一番理想的なのではないかと。 

 


